
　
西
秋
川
衛
生
組
合
へ
の
持
込
み
ご

み
が
急
増
し
て
い
ま
す
（
表
１
の
と

お
り
）。
年
末
年
始
は
搬
入
量
が
増

え
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、
比
較

的
持
込
み
が
少
な
い
10
月
、
11
月
に

分
散
し
て
持
ち
込
む
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
持
込
み
ご
み
の
受
付　
祝
日
を
含

む
月
曜
〜
金
曜
日
（
午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
）

▽
問
合
せ　
生
活
環
境
課
清
掃
・
リ

サ
イ
ク
ル
係

　
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な

自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
自
然
環
境
の
大

切
さ
な
ど
を
学
ぶ
里
山
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
菅
生

地
区
に
て
、
里
山
の
整
備
体
験
を
実

施
し
ま
す
。

▽
日
時

11
月
４
日
㈪　
午
前
10
時

〜
午
後
２
時

▽
場
所　
菅
生
子
ど
も
の
森
広
場
と

そ
の
周
辺

▽
内
容　
里
山
の
整
備
体
験

※
雨
天
時
は
、
室
内
で
の
活
動
を
予

定
▽
講
師　
吉
田
真
人
さ
ん

▽
対
象　
市
内
在
住
の
小
学
校
１
年

生
〜
６
年
生
（
小
学
校
２
年
生
ま

で
は
保
護
者
同
伴
）

▽
定
員

10
人（
抽
選
）

▽
費
用　
無
料

▽
そ
の
他　
こ
の
活
動
は
、
市
と
委

託
契
約
を
締
結
し
て
い
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
ふ
る
さ
と
の
森
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法

10
月
25
日
㈮
ま

で
に
、
電
子
申
請
か
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　
環
境
政
策
課

環
境
の
森
推
進
係
（
☎
５
９
５
・

１
１
２
０
）

れ
ば
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
具
体
的
な
分
別
例

●
充
電
池
が
取
り
外
せ
な
い
製
品
群

（
有
害
ご
み
）
…
ス
マ
ー
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
、
電
子
た
ば
こ
、
モ
バ

イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど

●
使
用
済
小
型
電
子
機
器
…
電
気

シ
ェ
ー
バ
ー
、
電
動
歯
ブ
ラ
シ
、

電
子
辞
書
端
末
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
、
コ
ー
ド
レ
ス
掃
除
機
、
携
帯

型
ゲ
ー
ム
機
な
ど

※
掲
載
し
た
製
品
は
あ
く
ま
で
一
例

で
す
。
詳
し
く
は
、「
あ
き
る
野

市
資
源
と
ご
み
の
出
し
方
カ
レ
ン

ダ
ー
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　
生
活
環
境
課
清
掃
・
リ

サ
イ
ク
ル
係

　
不
燃
ご
み
に
充
電
池
搭
載
品
を
混

入
し
て
排
出
す
る
と
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

に
し
た
際
に
発
火
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
充
電
池
類
が
原
因
の
発
火
件

数
は
、
都
内
全
域
に
お
い
て
直
近
５

年
間
で
約
３
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す

（
東
京
消
防
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）。「
充

電
池
が
取
り
外
せ
な
い
製
品
群
」
は

有
害
ご
み
で
す
。
充
電
池
が
搭
載
さ

れ
て
い
る
か
判
断
に
迷
う
製
品
が
あ

　
市
で
は
、
緑
地
を
保
全
し
、
緑
化

を
推
進
す
る
た
め
、
保
存
緑
地
と
公

開
緑
地
の
指
定
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。

　
表
２
の
指
定
条
件
を
満
た
し
、「
適

切
な
管
理
の
も
と
大
事
に
し
て
い

る
」「
先
祖
代
々
受
け
継
い
で
大
切

に
し
て
い
る
」
な
ど
、
長
期
的
な
保

存
や
公
開
に
ふ
さ
わ
し
い
緑
地
を
お

持
ち
の
方
で
、
指
定
を
希
望
す
る
方

は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
は
、

市
長
が
必
要
と
認
め
、
所
有
者
な
ど

の
同
意
を
得
た
後
に
、
緑
地
保
全
審

議
会
に
意
見
を
求
め
決
定
し
ま
す
。

保
存
緑
地
に
つ
い
て
は
、
指
定
後
、

樹
木
の
枯
死
を
防
ぐ
た
め
の
管
理
経

自
然
環
境
学
習　
菅
生
子
ど
も
の
森
活
動

「
里
山
の
整
備
体
験
〜
子
ど
も
に
も
で
き
る
！

　
　
里
山
の
手
入
れ
を
体
験
し
て
み
よ
う
！
〜
」
参
加
者
募
集

保
存
緑
地
と
公
開
緑
地
の

指
定
制
度

電子申請
東京消防庁
ホームページ

「山ほど変わった」
森林レンジャーがゆく（138）

　８月中旬の猛暑日、目的地に向かって山を登っていまし
たが、いやになるほど暑苦しかったです。標高800ｍ以上
の尾根に登り切ったら、やっとやわらかな風が時々吹いて
いたおかげで助かりました。あきる野の夏の山は、そんな
感じですね。しかし、年々夏が過ごしにくくなっているの
は実感できるかと思います。昔、日本の方に母国の気候に
ついて聞かれた時、「夏は40℃を超えますよ」と話したら、
「へえ、信じられないなあ」と言われましたが、今の日本
もそんな気候に変わってきました。その上、頻繁に起きる
災害級の豪雨などで、本当に心配な時代になりました。
　暑くてたまらない時の登山は、やはり生き物が支えにな
ります。彼らも頑張っています。無数の天敵に狙われそう
な中で植物を食べる幼虫たち、食べられるものならなんで
も集めて必死に巣穴まで運ぶアリたち、木から木へと必死
に虫や木の実などを採食する小鳥たち、地面の枯れ葉の間の餌を探るアナグマなどの哺乳類、器
用に気流に乗りハンティングをする猛禽類たち、どれもたくましく素晴らしい存在です。
　そんな暑い中で尾根を歩いていた時、ゴジュウカラの鳴き声が聞こえました。市内では、秋か
ら春の非繁殖期はたまに見たり、鳴き声を聞いたりする亜高山帯の印象が強いゴジュウカラです
が、繁殖期の終わりの時期にはまだあきる野にはいないとの認識でした。夏なら、奥多摩側など
の標高1,000ｍ以上でないと見られない鳥というイメージです。今回の尾根の森林状況は、近年
のナラ枯れの影響で立ち枯れ木が多く、猛毒のカエンタケがあちこちで見られました。更に、シ
カなどの採食圧によって草本などが少ない上、多様性の低いスギやヒノキの植林地に囲まれた尾
根筋の二次林です。これらの理由と、近年の高温などの影響もあるためか、以前見られた多くの
昆虫類や鳥類などの姿はほとんどありません。いつの間にか、「山の森」は苦しそうな姿に変わっ
てしまいました。悲観的に聞こえても、現実です。しかし、立ち枯れ木が増え、樹木がまばらに
なり始めた明るい森林は、ある意味、「森の再スタート」を示しているようにも見えると思います。
　今夏に「寒冷な広葉樹林」のゴジュウカラがいたことは少し例外ですが、ゴジュウカラは温暖
化の逆風かのように、全国で分布を拡大しているとも言われ、近年の森の変化と関係しているか
もしれません。以前は、見る機会が少なかったコサメビタキやリュウキュウサンショウクイと
いった野鳥も増加傾向にあり、あきる野の代表的な生き物になってきていると同時に、時代の移
り変わりの目印となる種類にも見えます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（パブロ）

●
内
容
…
相
談
先
、
家
族
会
、
オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
の
紹
介
、
体
操
、
詐

欺
被
害
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起
な

ど　
●
講
師
…
東
部
高
齢
者
は
つ
ら
つ
セ

ン
タ
ー
職
員

●
定
員
…
30
人（
申
込
み
順
）

●
費
用
…
無
料

▽
男
の
台
所　
キ
ノ
コ
の
炊
き
込
み

ご
飯
と
付
け
合
わ
せ
を
作
り
ま
す

●
日
時
…
10
月
26
日
㈯　
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
１
時

●
講
師
…
地
域
活
動
栄
養
士
会
の
ら

ぼ
う
ず

●
定
員
…
８
人（
申
込
み
順
）

●
費
用
…
６
０
０
円（
材
料
費
別
）

五
日
市
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
３
３・
０
３
３
０
）

▽
ス
マ
ホ
教
室
（
入
門
編
）
基
本
的

な
ス
マ
ホ
の
使
い
方
、
注
意
事
項

な
ど
を
教
え
ま
す
。

●
日
時
…
11
月
12
日
㈫　
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

●
講
師
…
あ
き
る
台
病
院
シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア

●
定
員
…
５
人（
申
込
み
順
）

●
費
用
…
無
料

▽
受
付
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５

時（
平
日
）

▽
対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
▽
担
当
課　
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

支
援
係

開
戸
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
５
０・
２
７
５
５
）

▽
絵
画
教
室　
手
ぶ
ら
で
参
加
で
き

ま
す
。
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

●
日
時
…
毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）　
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

●
講
師
…
中
村
清
作
さ
ん

●
定
員
…
５
人（
申
込
み
順
）

●
費
用
…
１
回
千
円

萩
野
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
５
０・
２
７
２
２
）

▽
健
康
講
座
（
認
知
症
に
つ
い
て
考

え
ま
し
ょ
う
）　
認
知
症
に
関
し

て
知
識
を
深
め
る
講
座
で
す
。

●
日
時
…
10
月
29
日
㈫　
午
後
１
時

30
分
〜
２
時
45
分

費
な
ど
、
保
存
に
関
す
る
費
用
の
一

部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。
▽
問
合
せ　
環
境
政
策
課
環
境
政
策

係（
☎
５
９
５
・
１
１
１
０
）

充電池搭載品（有害ごみ扱い）
の適正分別にご協力ください

持込みごみのオフ
ピーク（時期分散）
にご協力ください

寒冷な森林の代表的な野鳥である
ゴジュウカラ。いよいよあきる野
の低山での繁殖もあり？

高
齢
者
げ
ん
き
応
援
事
業

西秋川衛生組合への一般家庭からの持込みごみの台数と重量
（実績値）表１　

年度（年間持込み量） 搬入台数（台） 重量（㎏）

平成28年（2016年） 5,036 315,240

令和 5年（2023年） 13,296 703,880

表２　保存緑地と公開緑地の指定条件

保
存
緑
地

樹林地 面積が500㎡以上の、健全で、樹木・樹林
などの形容が美観上優れている地域

樹木

次のいずれかに該当し、健全で、樹木の形
容が美観上優れているもの
・ 1.5ｍの高さにおける幹の周囲が1.5ｍ以
上のもの

・高さが15ｍ以上のもの
・株立ちした樹木で高さが３ｍ以上のもの

屋敷林
1.5ｍの高さにおける幹の周囲が1ｍ以上の
樹木が５本以上あるもの
※ 防風林など一団を形成し、美観上優れて
いるもの

生け垣
垣根として使用されているもので、少な
くとも年1回以上せん定などの管理が行わ
れ、生け垣の長さが30ｍ以上のもの

公
開
緑
地

・ 面積が300㎡以上で、健全で、樹木・樹林などの
形容が美観上優れている地域
・ 市民が散策などで自由に利用でき、5年以上継続
して開放することができる地域
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